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 11 月 19 日の月食は、東京では薄曇りだったが、全

国的には晴れた地域が多く、たくさんの方から素晴ら

しい写真が送られてきた。今回はその一部を紹介した

いと思う。 

 

 研究仲間から送られてきたもの。美しい写真だ。恐

らくスマホで撮影したものである。スマホでもよく写

ることを証明しているが、月の上に「緑色の旗」のよ

うなものが写り込んでいる。実際に緑色の旗があった

わけではなく、スマホレンズの特性によるものだ。下

部の街灯がハレーションを起こした結果だろう。 

 

 ２枚目も研究仲間の作品で、普通の民家の屋根の上

に最大食に近い月がぽっかり浮かんでいて、とても好

感が持てる良い写真だ。

 
 これは都下の小学校の先生が撮った写真。この方と

はよく天体写真を撮りに出かけるが、写真技術はなか

なかすばらしい。一番左下の月に「木の葉」が写って

いるが、「昇ってきたばかりの月」ということが表現

されていて面白い。１６：２５はたぶん１８：２５の

誤りだろう。 

 

 これは水彩画の仲間から送られてきた写真。さすが

に水彩画をやっているだけあって、絵画的な構図がす

ばらしい。左の東京タワーは、大谷選手の MVP 授賞

を祝って、特別な色になっている。肝心の月は右下の

ビル群の上にほんの小さく写っているが、これもまた

良い。月は視直径がわずか 0.5 度しかなく、風景の中

では非常に小さく見える、ということがよくわかる。 
 


